
七
一

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
七
十
七
號　

平
成
三
十
一
年
三
月

は
じ
め
に

　
『
如
浄
録
』
に
よ
れ
ば
、
天
童
如
浄
禅
師
（
一
一
六
二
〜
一
二
二
七
）
は
末
期
に
到
っ
て
は
じ
め
て
本
師
足
菴
智
鑑
和
尚
（
一
一
〇
五
〜
一

一
九
二
）
の
た
め
に
嗣
承
香
を
焚
き
、
そ
の
師
承
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
。

（
１
）

ま
た
『
宝
慶
記
』
に
よ
れ
ば
、
如
浄
禅
師
は
禅
宗
と
い
う
呼

称
を
妄
称
と
し
、「
如
浄
則
仏
法
総
府
也
（
如
浄
は
則
ち
仏
法
の
総
府
な
り
）」
と
宣
説
し
た
と
い
う
。

（
２
）

禅
宗
や
曹
洞
宗
と
い
う
宗
派
に
縛
ら

れ
な
い
如
浄
禅
師
の
家
風
が
、
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
）
の
正
伝
の
仏
法
の
淵
源
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

　
「
仏
法
の
総
府
」
と
の
表
現
は
さ
ほ
ど
一
般
的
な
も
の
で
は
な
く
、『
宝
慶
記
』
の
他
に
、
管
見
の
限
り
で
は
明
庵
栄
西
（
一
一
四
一
〜
一

二
一
五
）
が
『
興
禅
護
国
論
』
で
用
い
て
い
る
。
本
稿
で
は
、『
興
禅
護
国
論
』
に
お
け
る
用
例
と
対
比
し
な
が
ら
、『
宝
慶
記
』
と
い
う
文

献
が
示
す
「
仏
法
の
総
府
」
な
る
語
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
、『
興
禅
護
国
論
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
の
用
例

　

栄
西
撰
『
興
禅
護
国
論
』「
世
人
決
疑
門
第
三
」
に
は
、
以
下
の
一
節
が
あ
る
。
な
お
引
用
は
訓
読
文
も
含
め
柳
田
聖
山
氏
の
手
に
な
る

『
中
世
禅
家
の
思
想　

日
本
思
想
大
系
16
』
所
収
本
に
拠
る
。

（
３
）

同
書
の
底
本
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
の
開
板
本
で
あ
る
。

問
曰
、
或
人
云
、
禅
者
諸
宗
通
用
法
也
。
何
建
立
別
宗
耶
。
答
。
以
通
用
法
立
別
称
。
又
以
一
法
為
両
分
。
其
例
不
一
矣
。
所
謂
律
儀

者
、
雖
為
通
用
法
、
而
今
立
律
宗
乎
。
比
丘
戒
者
、
雖
無
別
途
、
而
五
天
分
五
部
也
。
三
蔵
雖
一
途
法
、
而
分
十
八
部
。
中
論
直
談
一

実
諦
。
而
為
三
論
天
台
二
宗
之
依
憑
也
。
真
言
偏
秘
密
乗
、
而
東
寺
天
台
両
門
。
何
況
禅
宗
諸
教
極
理
、
仏
法
摠
府
。
別
立
一
宗
、
無

『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て

 

岩　

永　

正　

晴
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『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

七
二

妨
歟
。
因
茲
伝
教
大
師
内
証
仏
法
相
承
血
脉
譜
云
、
叙
曰
、
譜
図
之
興
、
其
来
久
矣
。
夫
仏
法
〔
之
〕
源
、
出
於
中
天
、
過
於
大
唐
、

流
於
日
本
。
天
竺
付
法
、
已
有
経
伝
、
震
旦
相
承
、
亦
造
血
脉
。
我
叡
山
伝
法
、
未
有
師
師
譜
。
証
（
謹
）
纂
三
国
之
相
承
、
以
示
一

家
之
後
葉
云
爾
。
達
磨
大
師
付
法
相
承
師
師
血
脉
一
首
、
天
台
法
華
宗
相
承
師
師
血
脉
一
首
、
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脉
一

首
〈
文
〉。
智
証
大
師
教
相
同
異
云
、
問
、
相
伝
云
、
仏
弟
子
有
三
類
、
謂
禅
師
律
師
法
師
也
。
今
諸
宗
中
、
以
何
宗
為
何
師
。
答
、
禅

宗
天
台
宗
真
言
宗
、
悉
為
禅
師
也
。
自
余
諸
宗
、
皆
為
法
師
也
。
然
此
三
類
師
、
見
昉
法
師
十
輪
経
略
疏
者
也
。
問
、
彼
禅
宗
為
是
何

家
（
宗
）。
答
、
禅
宗
、
金
剛
般
若
経
維
摩
経
為
所
依
。
即
心
是
仏
為
宗
、
心
無
所
著
為
業
、
諸
法
空
為
義
。
始
自
仏
世
衣
鉢
授
受
、
師

資
相
承
、
更
無
異
途
。
具
出
伝
記
者
也
。
問
此
宗
誰
將
来
耶
。
答
山
上
先
先
入
唐
求
法
大
師
等
、
親
承
此
道
而
帰
朝
也
〈
文
〉。

　
　
　
　
　

＊

　

問
う
て
曰
く
、「
或
る
人
の
云
く
、
禅
は
諸
宗
通
用
の
法
な
り
。
何
ぞ
別
宗
を
建
立
す
る
や
」。

　

答
ふ
、「
通
用
の
法
を
以
て
別
称
を
立
す
。
ま
た
、
一
法
を
も
つ
て
両
分
と
為な

す
。
そ
の
例
は
一
な
ら
ず
。
い
は
ゆ
る
律
儀
は
通
用
の

法
と
す
と
い
へ
ど
も
、
し
か
も
今
、
律
宗
を
立
す
る
か
。
比
丘
戒
は
別
途
無
し
と
い
へ
ど
も
、
し
か
も
五
天
に
五
部
を
分
つ
。
三
蔵
は

一
途
の
法
な
り
と
い
へ
ど
も
、
し
か
も
十
八
部
を
分
つ
。
中
論
は
直
に
一
実
諦
を
談
ず
れ
ど
も
、
し
か
も
三
論
・
天
台
二
宗
の
依
憑
と

為
る
。
真
言
は
ひ
と
へ
に
秘
密
乗
な
れ
ど
も
、
し
か
も
東
寺
・
天
台
の
両
門
あ
り
。
何い

か

に
況
ん
や
禅
宗
は
諸
教
の
極
理
、
仏
法
の
摠
府

な
る
を
や
。
別
に
一
宗
を
立
す
る
こ
と
、
妨
げ
無
か
ら
ん
か
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
伝
教
大
師
の
内
証
仏
法
相
承
血
脉
譜
に
云
く
、

叙
し
て
曰
く
、
譜ふ

図ず

の
興
る
や
、
そ
の
来
る
こ
と
久
し
。
そ
れ
仏
法
の
源
は
中
天
よ
り
出
で
、
大
唐
を
過
ぎ
日
本
に
流つ

た

ふ
。
天
竺
の

付
法
は
す
で
に
経
伝
有
り
、
震し

ん

旦た
ん

の
相
承
も
ま
た
血
脈
を
造
る
。
我
が
叡
山
の
伝
法
は
い
ま
だ
師
師
の
譜
有
ら
ず
。
謹
ん
で
三
国
の

相
承
を
纂あ

つ

め
て
、
も
つ
て
一
家
の
後こ

う

葉よ
う

に
示
す
と
、
爾し

か

い
ふ
。

達
磨
大
師
付
法
相
承
師
師
血
脈
一
首

天
台
法
華
宗
相
承
師
師
血
脈
一
首

胎
蔵
・
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
一
首
〈
文
〉

智ち

証し
よ
う

大だ
い

師し

の
教
相
同
異
に
云
く
、

問
ふ
、
相
伝
に
云
く
、
仏
弟
子
に
三
類
有
り
、
謂
く
、
禅
師
・
律
師
・
法
師
な
り
。
今
、
諸
宗
の
う
ち
、
何
れ
の
宗
を
も
つ
て
何
れ

の
師
と
す
る
や
。
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七
三

『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

答
ふ
、
禅
宗
・
天
台
宗
・
真
言
宗
を
、
悉
く
禅
師
と
す
。
自
余
の
諸
宗
は
み
な
法
師
と
す
る
な
り
。
然
し
て
こ
の
三
類
の
師
は
、
昉ぼ

う

法ほ
つ

師し

の
十
輪
経
略
疏
に
見
ゆ
る
も
の
な
り
。

問
ふ
、
彼
の
禅
宗
は
為は

た

こ
れ
何
れ
の
宗
ぞ
。

答
、
禅
宗
は
、
金
剛
般
若
経
・
維
摩
経
を
所
依
と
す
。
即
心
是
仏
を
宗
と
し
、
心
に
所
著
無
き
を
業
と
し
、
諸
法
空
を
義
と
す
。
始

め
て
仏
世
に
衣
鉢
授
受
し
よ
り
、
師し

資し

相そ
う

承じ
よ
うし

て
、
更
に
異
途
無
し
。
具つ

ぶ

さ
に
伝
記
に
出
づ
る
も
の
な
り
。

問
ふ
、
こ
の
宗
は
誰
れ
か
将
来
す
る
。

答
ふ
、
山
上
の
先せ

ん

先ぜ
ん

、
入に

つ

唐と
う

求ぐ

法ほ
う

の
大
師
ら
、
親
し
く
こ
の
道
を
承
け
て
帰
朝
す
〈
文
〉。

　

さ
て
こ
の
一
節
で
は
、
諸
宗
に
共
通
す
る
法
で
あ
っ
て
も
別
置
す
る
こ
と
に
妨
げ
は
な
い
こ
と
を
示
し
、
禅
を
以
て
禅
宗
と
し
て
別
置
す

る
理
由
が
述
べ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
戒
律
は
通
用
の
法
で
あ
る
が
、
律
宗
が
別
置
さ
れ
る
し
、
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
で
は
五
部
に
分
か
れ
た
。

イ
ン
ド
に
お
い
て
三
蔵
の
伝
承
は
ひ
と
つ
で
あ
る
が
十
八
の
部
派
が
成
立
し
た
。
龍
樹
の
『
中
論
』
の
立
場
を
所
依
と
し
て
中
国
で
は
三
論

宗
と
天
台
宗
が
立
て
ら
れ
た
。
密
教
の
立
場
は
我
が
国
に
お
い
て
真
言
宗
の
東
密
と
天
台
宗
の
台
密
に
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う

な
先
例
が
挙
げ
ら
れ
た
上
で
、
ま
し
て
や
「
禅
宗
は
諸
教
の
極
理
、
仏
法
の
摠
府
」
で
あ
る
か
ら
、
別
に
一
宗
を
立
て
る
こ
と
は
至
当
で
あ

る
と
い
う
主
張
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
主
張
の
ひ
と
つ
め
の
証
と
し
て
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
に
示
さ
れ
る
相
承
が
例
示
さ
れ
る
。

　
『
伝
教
大
師
全
集
巻
一
』
所
収
の
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』（
一
九
九
頁
）
は
、

　
　

達
磨
大
師
付
法
相
承
師
師
血
脈
譜
一
首

　
　

天
台
法
華
宗
相
承
師
師
血
脈
譜
一
首

　
　

天
台
円
教
菩
薩
戒
相
承
師
師
血
脈
譜
一
首

　
　

胎
蔵
金
剛
兩
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
一
首

　
　

雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
一
首

以
上
の
五
首
を
挙
げ
る
。『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

第
七
十
四
巻
』
所
収
の
『
興
禅
護
国
論
』
は
高
峰
東
晙
校
訂
の
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
開

板
本
を
底
本
と
す
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
が
挙
げ
る
相
承
の
譜
と
し
て
、

　
　

達
磨
大
師
付
法
相
承
師
師
血
脈
一
首
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『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

七
四

　
　

天
台
法
華
宗
相
承
師
師
血
脈
一
首

　
　

天
台
円
教
菩
薩
戒
相
承
師
師
血
脈
一
首

　
　

胎
蔵
金
剛
兩
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
一
首

以
上
四
首
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
高
峰
が
『
血
脈
譜
』
に
拠
っ
て
校
訂
し
、
寛
文
六
年
刊
本
『
興
禅
護
国
論
』
に
欠
く
「
天
台
円
教
菩
薩
戒
相

承
師
師
血
脈
一
首
」
を
加
え
た
と
思
し
い
。

　
　
　

二
、『
諸
家
教
相
同
異
集
』
に
お
け
る
「
禅
師
」

　
『
興
禅
護
国
論
』
は
こ
の
主
張
の
ふ
た
つ
め
の
証
と
し
て
、
円
珍
（
智
証
大
師
、
八
一
四
〜
八
九
一
）
撰
と
さ
れ
る
『
諸
家
教
相
同
異
集
』

の
一
節
を
挙
げ
る
。
同
書
の
該
当
部
分
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。
寛
文
六
年
刊
『
興
禅
護
国
論
』
と
寛
文
二
年
刊
本
『
諸
家
教
相
同
異
集
』

の
該
当
箇
所
を
対
照
す
る
と
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ
、
対
照
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
諸
家
教
相
異
同
集
』

『
興
禅
護
国
論
』

問
。
相
伝
之
仏
弟
子
徒
黨
雖
多
、
不
出
三
類
。
謂
禅
師
律
師
法
師

是
也
。
今
諸
宗
中
以
何
教
為
禅
師
耶
。

答
。
自
以
禅
門
宗
天
台
宗
真
言
宗
等
為
禅
師
也
。
自
以
律
宗
為
律

師
也
。
自
尓
諸
宗
皆
為
法
師
也
云
云
。
然
此
三
類
師
見
昉ぼ

う

法
師
十

輪
経
疏
者
也
。

問
。
彼
禅
門
宗
為
何
宗

答
。
自
有
宗
非
八
宗
抄
也
。

問
。
其
宗
教
相
何
。

答
。
未
見
立
教
相
旨
。
唯
以
金
剛
般
若
維
摩
経
而
為
所
依
。
以
即

智
証
大
師
教
相
同
異
云
、
問
、
相
伝
云
、
仏
弟
子
有
三
類
、
謂
禅

師
律
師
法
師
也
。
今
諸
宗
中
、
以
何
宗
為
何
師
。

答
、
禅
宗
天
台
宗
真
言
宗
、
悉
為
禅
師
也
。
自
余
諸
宗
、
皆
為
法

師
也
。
然
此
三
類
師
見
昉
法
師
十
輪
経
略
疏
者
也
。

問
、
彼
禅
宗
為
是
何
家
（
宗
）。

答
、
禅
宗
、
金
剛
般
若
経
維
摩
経
為
所
依
。
即
心
是
仏
為
宗
、
心
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七
五

『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

心
是
仏
而
為
宗
。
以
心
無
所
著
而
為
菩
提
。
法
雲
而
為
義
。
始
自

仏
世
衣
鉢
授
決
師
資
相
承
、
更
無
異
途
。
具
出
伝
記
者
也
。

問
。
此
宗
誰
将
来
耶
。
答
。
山
上
先
云
入
唐
求
法
大
師
等
親
承
此

道
而
帰
朝
也
。

無
所
著
為
業
、
諸
法
空
為
義
。
始
自
仏
世
衣
鉢
授
受
師
資
相
承
、

更
無
異
途
。
具
出
伝
記
者
也
。

問
。
此
宗
誰
將
来
耶
。
答
。
山
上
先
先
入
唐
求
法
大
師
等
親
承
此

道
而
帰
朝
也
〈
文
〉。

　

今
、
寛
文
二
年
刊
『
諸
家
教
相
同
異
集
』
の
該
当
箇
所
を
掲
げ
、
訓
読
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

問
。
相
伝
之
仏
弟
子
徒
黨
雖
多
、
不
出
三
類
。
謂
禅
師
律
師
法
師
是
也
。
今
諸
宗
中
以
何
教
為
禅
師
耶
。

答
。
自
以
禅
門
宗
天
台
宗
真
言
宗
等
為
禅
師
也
。
自
以
律
宗
為
律
師
也
。
自
尓
諸
宗
皆
為
法
師
也
云
云
。
然
此
三
類
師
見
昉ぼ

う

法
師
十
輪

経
疏
者
也
。

問
。
彼
禅
門
宗
為
何
宗
。

答
。
自
有
宗
非
八
宗
抄
也
。

問
。
其
宗
教
相
何
。

答
。
未
見
立
教
相
旨
。
唯
以
金
剛
般
若
維
摩
経
而
為
所
依
。
以
即
心
是
仏

而
為
宗
。
以
心
無
所
著
而
為
菩
提
。
法
雲
而
為
義
。
始
自
仏
世
衣
鉢
授
決
師
資
相
承
、
更
無
異
途
。
具
出
伝
記
者
也
。

問
。
此
宗
誰
将
来
耶
。

答
。
山
上
先
云
入
唐
求
法
大
師
等
親
承
此
道
而
帰
朝
也
。

　
　
　
　
　

＊

問
う
。
相
伝
す
る
の
仏
弟
子
徒
黨
多
し
と
雖
も
、
三
類
を
出
で
ず
。
謂
く
禅
師
・
律
師
・
法
師
、
是
な
り
。
今
諸
宗
の
中
に
何
れ
の
教

を
以
て
禅
師
と
す
る
や
。

答
う
。
自
ら
禅
門
宗
・
天
台
宗
・
真
言
宗
等
を
以
て
禅
師
と
す
る
な
り
。
自
ら
律
宗
を
以
て
律
師
と
な
す
な
り
。
そ
れ
よ
り
諸
宗
は
み

な
法
師
と
す
る
な
り
と
云
云
。
然
る
に
こ
の
三
類
の
師
は
、
昉ぼ

う

法
師
の
『
十
輪
経
疏
』
に
見
え
た
る
者
な
り
。

問
う
。
彼
の
禅
門
宗
は
何
れ
の
宗
と
す
る
や
。
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七
六

答
う
。
自
ら
宗
有
り
て
八
宗
の
抄
に
あ
ら
ず
。

問
う
。
そ
の
宗
の
教
相
何い

か

ん
。

答
う
。
未
だ
教
相
を
立
つ
る
の
旨
を
見
ず
。
た
だ
金
剛
般
若
・
維
摩
経
を
以
て
所
依
と
し
、
即
心
是
仏
を
以
て
宗
と
し
、
心
に
所
著
無

き
を
菩
提
と
し
、
法
雲
を
も
て
義
と
し
、
始
め
仏
世
に
衣
鉢
授
決
し
て
よ
り
師
資
相
承
し
て
、
更
に
異
途
な
し
。
具
さ
に
は
伝
記
に
出

づ
る
者
な
り
。

問
う
。
こ
の
宗
、
誰
か
将
来
せ
る
。

答
う
。
山
上
先
云
の
入
唐
求
法
の
大
師
等
、
親
し
く
こ
の
道
を
承
け
て
帰
朝
せ
り
。

（
４
）

　

以
上
の
四
問
答
が
『
興
禅
護
国
論
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
答
は
以
下
の
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

一
、〔
八
宗
（
南
都
六
宗
、
北
京
二
宗
）
の
〕
相
伝
を
受
け
た
仏
弟
子
は
多
い
が
、
禅
師
・
律
師
・
法
師
の
三
種
以
外
に
は
な
く
、
禅
門
宗

（
禅
宗
）
と
天
台
宗
と
真
言
宗
（
密
教
）
の
教
え
を
受
け
る
も
の
が
禅
師
、
律
宗
を
受
け
る
者
が
律
師
、
そ
れ
以
外
の
諸
宗
を
受
け
る
者

が
法
師
で
あ
る
こ
と
。（
な
お
「
昉ぼ

う

法
師
の
『
十
輪
経
疏
』」
に
つ
い
て
は
未
詳
。）

　

二
、
禅
宗
は
独
自
の
宗
が
あ
っ
て
八
宗
の
抄
で
は
な
い
こ
と
。

　

三
、
禅
宗
は
教
相
（
教
相
判
釈
、
教
理
体
系
）
を
立
て
な
い
が
、
禅
宗
は
『
金
剛
般
若
経
』
と
『
維
摩
経
』
を
所
依
と
し
、「
即
心
是
仏
」

を
宗
と
し
、
心
に
執
わ
れ
な
き
こ
と
を
菩
提
と
し
、
法
雲
を
義
と
し
（『
興
禅
護
国
論
』
で
は
「
諸
法
空
を
義
と
す
」）、
仏
の
在
世
に
伝

法
の
証
と
し
て
衣
鉢
を
受
け
て
以
来
、
師
資
相
承
さ
れ
て
紛
れ
が
な
い
こ
と
は
、
詳
し
く
史
書
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
。

　

四
、
こ
れ
ら
の
宗
は
比
叡
山
の
入
唐
し
た
大
師
等
が
直
接
に
将
来
し
た
こ
と
。
天
台
宗
、
真
言
宗
（
台
密
）、
律
宗
、
禅
宗
の
四
宗
兼
学
を

旨
と
す
る
比
叡
山
の
仏
教
に
は
そ
れ
ぞ
れ
直
接
の
相
承
が
あ
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

三
、『
興
禅
護
国
論
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
の
認
識

　

こ
れ
を
踏
ま
え
今
一
度
、
寛
文
六
年
刊
『
興
禅
護
国
論
』
の
一
節
を
見
る
と
、
最
澄
の
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
に
拠
り
な
が
ら
「
達

磨
大
師
付
法
相
承
師
師
血
脈
譜
一
首
」（
禅
宗
の
系
譜
）、「
天
台
法
華
宗
相
承
師
師
血
脈
譜
一
首
」（
天
台
宗
の
系
譜
）、「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼

羅
相
承
師
師
血
脈
譜
一
首
」（
密
教
の
系
譜
）
を
掲
げ
、
か
つ
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
一
首
」
と
「
天
台
円
教
菩
薩
戒
相
承
師
師
血
脈
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譜
一
首
」（
菩
薩
戒
の
系
譜
）
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
叡
山
に
禅
宗
・
天
台
宗
・
密
教
と
い
う
三
種
の
「
禅
師
」
の
伝
統
が
相
承
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。『
諸
家
教
相
同
異
集
』
の
問
答
か
ら
「
自
以
律
宗
為
律
師
也
」
の
句
を
削
除
し

て
い
る
こ
と
も
こ
れ
に
関
係
し
よ
う
。

　

こ
の
叡
山
の
伝
統
を
踏
ま
え
、
三
種
の
「
禅
師
」
の
立
場
の
う
ち
、「
自
ら
宗
有
り
て
八
宗
の
抄
に
あ
ら
」
ざ
る
禅
宗
を
別
に
建
立
す
る
こ

と
に
不
都
合
が
な
い
と
し
て
、「
何い

か

に
況
ん
や
禅
宗
は
諸
教
の
極
理
、
仏
法
の
摠
府
な
る
を
や
。
別
に
一
宗
を
立
す
る
こ
と
、
妨
げ
無
か
ら
ん

か
。」
と
主
張
す
る
の
で
あ
ろ
う
。「
即
心
是
仏
を
宗
と
し
、
心
に
所
著
無
き
を
業
と
し
、
諸
法
空
を
義
と
す
」
る
点
が
「
禅
宗
は
諸
教
の
極

理
」
で
あ
る
所
以
と
し
、「
教
相
」（
他
宗
を
排
除
す
る
独
自
の
教
理
体
系
）
を
も
た
な
い
禅
宗
が
「
仏
法
の
総
府
」（
仏
の
教
え
を
す
べ
て
収

め
る
庫
）
た
り
得
る
と
い
う
の
で
は
な
い
か
。

四
、『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」

　

道
元
禅
師
は
十
四
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で
叡
山
で
修
行
し
て
後
、
建
仁
寺
に
投
じ
栄
西
の
弟
子
明
全
（
一
一
八
四
〜
一
二
二
五
）
に
参
じ
た
。

よ
っ
て
、
仏
弟
子
は
禅
師
、
法
師
、
律
師
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
、
叡
山
に
は
禅
門
宗
（
禅
宗
）、
天
台
宗
、
真
言
宗
（
台
密
）
と
い
う

並
び
立
つ
三
種
の
「
禅
師
」
の
立
場
が
相
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
禅
宗
は
叡
山
に
お
い
て
は
八
宗
（
南
都
六
宗
、
北
京
二
宗
）
か
ら
の
抄
出

で
は
な
く
独
自
の
宗
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
建
仁
寺
栄
西
の
立
場
は
、
禅
は
諸
宗
共
通
の
法
で
は
あ
っ
て
も
、
特
定
の
所
依

経
論
を
も
た
ず
教
相
（
独
自
の
教
理
体
系
）
を
も
た
な
い
禅
宗
こ
そ
を
仏
法
の
総
府
と
し
て
別
置
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
道

元
禅
師
は
知
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、『
宝
慶
記
』
に
お
い
て
如
浄
禅
師
の
発
言
と
し
て
記
録
さ
れ
る
「
仏
法
の
総
府
」
と
の
語
を
引
き
出
し
た
問
い

を
確
認
す
る
。
そ
こ
か
ら
は
、『
宝
慶
記
』
の
ど
の
よ
う
な
認
識
が
読
み
取
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
５
）

　

ま
ず
『
道
元
禅
師
全
集 

第
七
巻
』（
平
成
二
年
、
春
秋
社
）
所
収
『
宝
慶
記
』
に
お
い
て
十
四
段
と
さ
れ
る
一
節
か
ら
確
認
す
る
。

　

如
浄
禅
師
の
も
と
で
学
び
は
じ
め
た
道
元
禅
師
は
、
如
浄
禅
師
の
教
え
を
禅
宗
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、

拝
問
。
仏
仏
祖
祖
之
大
道
、
不
可
拘
一
隅
。
何
強
称
禅
宗
耶
。

　
　
　
　
　

＊
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拝
問
す
。
仏
々
祖
々
の
大
道
は
、
一
隅
に
拘
わ
る
べ
か
ら
ず
。
何
ぞ
強
に
禅
宗
と
称
す
る
や
。

と
の
問
う
。
こ
れ
に
対
し
如
浄
禅
師
は
、

不
可
以
仏
祖
大
道
猥
称
禅
宗
也
。
今
称
禅
宗
、
頗
是
澆
運
之
妄
称
也
。

　
　
　
　
　

＊

仏
祖
の
大
道
を
猥
り
に
禅
宗
と
称
す
べ
か
ら
ず
。
今
、
禅
宗
と
称
す
る
は
、
す
こ
ぶ
る
こ
れ
澆
運
の
妄
称
な
り
。

と
答
え
る
。
さ
ら
に
覚
範
慧
洪
撰
『
林
間
録
』
の
看
読
を
慫
慂
し
た
後
、

大
凡
世
尊
大
法
、
単
伝
摩
訶
迦
葉
、
嫡
嫡
相
承
廿
八
世
、
東
土
五
伝
而
至
曹
渓
、
乃
至
今
日
、
如
浄
則
仏
法
摠
府
也
。
大
千
沙
界
更
無

可
斉
肩
也
。
而
今
、
講
得
三
五
本
経
論
、
以
肩
各
各
之
家
風
之
徒
、
乃
仏
祖
之
眷
属
也
。
眷
属
而
有
内
外
親
疎
之
高
低
也
。

　
　
　
　
　

＊

お
お
よ
そ
世
尊
の
大
法
は
、
摩
訶
迦
葉
に
単
伝
し
、
嫡
々
相
承
す
る
こ
と
二
十
八
世
、
東
土
に
五
伝
し
て
曹
渓
に
至
り
、
な
し
今
日
、

如
浄
は
則
ち
仏
法
の
摠
府
な
り
。
大
千
沙
界
に
、
さ
ら
に
肩
を
斉
し
う
す
べ
き
も
の
な
し
。
而
今
、
三
・
五
本
の
経
論
を
講
じ
得
て
、

以
て
各
々
の
家
風
を
肩
う
徒
は
、
乃
ち
仏
祖
の
眷
属
な
り
。
眷
属
な
れ
ど
も
、
し
か
も
内
外
親
疎
の
高
低
あ
る
な
り
。

と
も
答
え
る
。
如
浄
禅
師
の
認
識
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
置
く
。
釈
尊
の
大
法
は
摩
訶
迦
葉
か
ら
如
浄
禅
師
に
到
る
ま
で
仏
祖
に
よ
っ
て
単

伝
さ
れ
た
の
だ
と
す
る
如
浄
禅
師
の
答
話
に
よ
り
、
道
元
禅
師
が
我
が
国
に
お
い
て
学
び
得
た
か
と
お
も
思
わ
れ
る
認
識
、
す
な
わ
ち
仏
弟

子
は
禅
師
・
律
師
・
法
師
と
い
う
三
類
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
認
識
は
打
破
さ
れ
、
禅
師
（
禅
宗
・
天
台
宗
・
真
言
宗
）、
律
師
（
律
宗
）、

法
師
（
倶
舎
宗
・
法
相
宗
・
成
実
宗
・
三
論
宗
・
華
厳
宗
）
等
の
祖
師
は
仏
祖
の
眷
属
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
新
た
な
認
識
を
獲
得
さ
れ
た
こ

と
を
、
こ
の
問
答
は
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
６
）

　

次
に
は
道
元
禅
師
ご
自
身
が
如
浄
禅
師
に
宛
て
た
書
状
に
お
い
て
「
仏
法
之
摠
府
」
の
語
を
用
い
ら
れ
る
。

拝
問
。
天
下
有
四
箇
寺
院
、
謂
、
禅
院
教
院
律
院
徒
弟
院
。
禅
院
者
、
仏
祖
之
児
孫
単
伝
嵩
山
之
面
壁
而
功
夫
。
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
、

留
在
這
裏
。
誠
是
如
来
之
嫡
嗣
、
仏
祖
之
総
府
也
。
余
者
乃
枝
離
也
。
更
不
可
斉
肩
而
対
論
歟
。

　
　
　
　
　

＊

拝
問
す
。
天
下
に
四
箇
の
寺
院
あ
り
、
い
わ
く
、
禅
院
と
教
院
と
律
院
と
徒
弟
院
と
な
り
。
禅
院
は
、
仏
祖
の
児
孫
、
嵩
山
の
面
壁
を

単
伝
し
て
功
夫
す
。
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
、
留
り
て
這
裏
に
在
り
。
誠
に
こ
れ
如
来
の
嫡
嗣
、
仏
祖
の
摠
府
な
り
。
余
は
乃
ち
枝
離
な
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り
。
さ
ら
に
肩
を
斉
し
う
し
て
対
論
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
か
。

（
７
）

　

道
元
禅
師
は
か
よ
う
に
問
い
、
そ
の
際
、
仏
祖
の
児
孫
は
禅
院
に
処
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
教
院
は
「
天
台
の
教
観
」
で
あ
る
と
述

べ
る
が
、
我
が
国
で
は
「
禅
師
」
の
類
と
さ
れ
た
天
台
の
僧
が
教
院
に
処
す
も
の
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
興
味
深
い
。
さ
ら
に
智
者
大
師
智

顗
の
優
れ
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
、

慧
聞
禅
師
、
雖
依
中
観
論
、
唯
披
所
造
之
論
文
、
未
遇
能
造
之
龍
樹
、
亦
未
曾
蒙
龍
樹
之
印
可
也
。

　
　
　
　
　

＊

慧
聞
禅
師
は
『
中
観
論
』
に
依
る
と
い
え
ど
も
、
た
だ
所
造
の
論
文
を
披
く
の
み
に
し
て
、
未
だ
能
造
の
龍
樹
に
遇
わ
ず
、
ま
た
、
未

だ
曾
て
龍
樹
の
印
可
を
蒙
ら
ざ
る
な
り
。

（
８
）

と
述
べ
て
、
龍
樹
を
含
む
師
承
を
う
け
る
仏
祖
に
比
し
て
、
天
台
の
師
承
が
支
派
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
し
て
現
今
の
教
院
は
、
天
台

の
一
心
三
観
と
は
異
な
る
『
無
量
寿
経
』
に
拠
る
十
六
観
室
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

明
知
、
教
院
不
可
伝
仏
在
世
之
寺
儀
。

　
　
　
　
　

＊

明
ら
か
に
知
り
ぬ
、
教
院
は
仏
在
世
の
寺
儀
を
伝
う
べ
か
ら
ず
と
い
う
こ
と
を
。

（
９
）

と
判
ず
る
。

　

同
様
に
、
南
山
道
宣
に
は
じ
ま
る
律
院
も
、
そ
の
根
拠
は
「
賢
聖
の
親
訓
」
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
、

所
以
今
称
律
院
、
堂
舎
殿
屋
、
鱗
次
櫛
連
之
結
構
、
学
者
・
行
人
多
疑
之
矣
。

　
　
　
　
　

＊

所
以
に
、
今
、
律
院
と
称
す
る
堂
舎
・
殿
屋
の
、
鱗
次
櫛
連
す
る
結
構
は
、
学
者
・
行
人
、
多
く
こ
れ
を
疑
え
り
。）

10
（

と
述
べ
て
、
律
院
が
仏
祖
の
古
儀
を
伝
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
言
う
。
そ
の
上
で
、
禅
院
こ
そ
仏
祖
の
所
在
た
る
こ
と
に
、
如
浄
禅

師
か
ら
の
証
明
を
得
よ
う
と
す
。

釈
迦
牟
尼
仏
法
、
乃
七
仏
法
也
。
自
爾
以
降
、
二
十
八
伝
而
至
菩
提
達
磨
尊
者
。
尊
者
親
到
震
旦
、
正
伝
正
法
救
済
迷
情
、
五
伝
而
至

曹
谿
。
曹
谿
二
神
足
青
原
南
嶽
之
児
孫
、
今
称
善
知
識
、
而
代
仏
揚
化
。
其
所
住
之
処
僧
伽
藍
、
可
為
仏
法
之
正
嫡
、
更
不
可
比
論
経

律
等
之
寺
院
者
也
。
譬
如
国
無
二
主
者
哉
。
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『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

八
〇

　
　
　
　
　

＊

釈
迦
牟
尼
仏
の
法
は
、
乃
ち
七
仏
法
の
な
り
。
爾
り
し
よ
り
こ
の
か
た
、
二
十
八
伝
し
て
菩
提
達
磨
尊
者
に
至
る
。
尊
者
親
し
く
震
旦

に
到
り
、
正
法
を
正
伝
し
て
迷
情
を
救
済
し
、
五
伝
し
て
曹
谿
に
至
る
。
曹
谿
の
二
神
足
、
青
原
と
南
嶽
の
児
孫
、
今
や
善
知
識
と
称

し
、
仏
に
代
わ
っ
て
化
を
揚
ぐ
。
そ
の
所
住
の
と
こ
ろ
の
僧
伽
藍
は
、
仏
法
の
正
嫡
た
る
べ
く
、
さ
ら
に
経
律
等
の
寺
院
を
比
べ
論
ず

べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
譬
え
ば
、
国
に
二
主
な
き
が
ご
と
き
も
の
か
。）
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如
浄
禅
師
は
こ
の
見
解
を
是
認
す
る
。
長
文
に
な
る
が
如
浄
禅
師
の
答
話
を
挙
げ
て
お
く
。

元
子
来
書
甚
是
、
説
得
是
也
。
往
古
未
聞
教
律
禅
院
之
閑
名
、
今
称
三
院
者
、
便
是
末
代
之
澆
風
也
。
王
臣
不
知
仏
法
、
乱
称
教
僧
律

僧
禅
僧
等
、
寺
院
賜
額
之
時
、
亦
書
律
寺
教
寺
禅
寺
等
之
字
。
如
是
展
転
、
天
下
今
見
五
輩
之
僧
。
所
謂
、
律
僧
南
山
之
遠
孫
也
、
教

僧
天
台
之
遠
孫
也
、
輸
伽
僧
不
空
等
之
遠
孫
也
、
徒
弟
僧
師
資
未
詳
也
、
禅
僧
達
磨
児
孫
也
。
可
憐
、
末
代
辺
地
見
如
是
輩
。
西
天
雖

有
五
部
一
仏
法
也
。
東
地
五
僧
如
不
一
仏
法
也
。
国
若
有
明
王
、
不
可
有
如
是
違
乱
。
汝
当
知
、
今
称
禅
院
寺
院
図
様
儀
式
、
皆
是
祖

師
之
親
訓
、
正
嫡
之
直
伝
也
。
所
以
七
仏
之
古
儀
、
唯
是
禅
院
。
称
禅
院
者
雖
乱
称
、
今
所
行
之
法
儀
、
実
是
仏
祖
之
正
伝
也
。
然
乃

吾
寺
者
本
府
也
。
律
教
者
枝
離
也
。
所
以
、
仏
祖
是
法
王
也
。
国
主
即
位
王
於
天
下
、
一
切
皆
属
王
也
。

　
　
　
　
　

＊

元
子
が
来
書
、
甚
だ
是
な
り
、
説
き
得
て
是
な
り
。
往
古
に
は
未
だ
教
と
律
と
禅
院
と
の
閑
名
を
聞
か
ず
、
今
、
三
院
と
称
す
る
は
、

便
ち
こ
れ
末
代
の
澆
風
な
り
。
王
臣
は
仏
法
を
知
ら
ざ
る
を
も
て
、
乱
り
が
わ
し
く
教
僧
・
律
僧
・
禅
僧
等
と
称
し
、
寺
院
に
額
を
賜

う
時
も
ま
た
律
寺
・
教
寺
・
禅
寺
等
の
字
を
書
す
。
か
く
の
ご
と
く
展
転
し
て
、
天
下
に
今
、
五
輩
に
僧
を
見
る
。
い
わ
ゆ
る
律
僧
は

南
山
の
遠
孫
な
り
、
教
僧
は
天
台
の
遠
孫
な
り
、
輸
伽
僧
は
不
空
等
の
遠
孫
な
り
、
徒
弟
僧
は
師
資
未
詳
な
り
、
禅
僧
は
達
磨
の
児
孫

な
り
と
。
憐
む
べ
し
、
末
代
の
辺
地
、
か
く
の
ご
と
き
の
輩
を
見
る
こ
と
を
。
西
天
に
五
部
あ
り
と
い
え
ど
も
一
仏
法
な
り
。
東
地
の

五
僧
は
一
仏
法
に
あ
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
国
に
も
し
明
王
あ
ら
ば
、
か
く
の
ご
と
き
の
違
乱
あ
る
べ
か
ら
ず
。
汝
ま
さ
に
知
る
べ
し
、

今
、
禅
院
と
称
す
る
寺
院
の
図
様
儀
式
は
、
み
な
こ
れ
祖
師
の
親
訓
、
正
嫡
の
直
伝
な
り
。
所
以
に
七
仏
の
古
儀
は
、
た
だ
こ
れ
禅
院

の
み
な
り
。
禅
院
と
称
す
る
は
乱
称
な
り
と
い
え
ど
も
、
今
、
行
う
所
の
法
儀
は
、
実
に
是
れ
仏
祖
の
正
伝
な
り
。
然
れ
ば
乃
ち
、
吾

が
寺
は
本
府
な
り
。
律
と
教
と
は
枝
離
な
り
。
所
以
に
仏
祖
は
こ
れ
法
王
な
り
。
国
主
即
位
し
て
天
下
に
王
た
ら
ば
、
一
切
み
な
王
に

属
す
れ
ば
な
り
。）
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八
一

『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

　

如
浄
禅
師
は
道
元
禅
師
の
意
見
を
認
め
、
七
仏
の
古
儀
に
よ
る
の
は
禅
院
の
み
で
あ
る
こ
と
、
た
だ
し
禅
院
と
い
う
呼
称
は
正
し
く
な
い

こ
と
を
言
う
。

　

そ
し
て
、
仏
法
を
知
ら
な
い
王
臣
が
、
あ
や
ま
っ
て
教
僧
・
律
僧
・
禅
僧
等
と
称
し
、
律
寺
・
教
寺
・
禅
寺
等
の
寺
号
を
与
え
て
い
る
と

述
べ
る
の
は
、
我
が
国
に
お
い
て
仏
弟
子
を
法
師
・
律
師
・
禅
師
に
三
分
類
す
る
考
え
方
と
一
致
し
て
い
る
。
国
に
聰
明
な
王
が
い
れ
ば
違

乱
は
お
こ
ら
ず
、
そ
の
王
が
国
主
と
し
て
即
位
す
れ
ば
す
べ
て
は
王
に
帰
属
す
る
よ
う
に
、
七
仏
の
古
儀
を
伝
え
る
「
吾
が
寺
」（
如
浄
禅
師

が
住
す
る
天
童
山
）
こ
そ
本
府
で
あ
っ
て
、
他
の
律
寺
・
教
寺
は
こ
れ
に
帰
属
す
る
と
述
べ
る
。

　

さ
ら
に
如
浄
禅
師
が
、
南
山
の
遠
孫
た
る
律
僧
、
天
台
の
遠
孫
た
る
教
僧
、
不
空
等
の
遠
孫
た
る
瑜
伽
僧
（
密
教
僧
）、
師
承
が
未
詳
の
徒

弟
僧
、
お
よ
び
達
磨
の
遠
孫
た
る
禅
僧
と
い
う
五
僧
が
あ
る
と
い
う
誤
解
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

　

我
が
国
で
は
天
台
の
相
承
を
受
け
た
僧
は
「
禅
師
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
、
先
に
確
認
し
て
お
い
た
が
、
こ
の
段
で
は
道
元
禅
師
も
如
浄
禅

師
も
こ
れ
を
「
教
僧
」
と
し
て
い
る
。
道
元
禅
師
は
如
浄
禅
師
の
教
え
を
う
け
、
認
識
が
改
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。
同
じ
く
我
が
国

で
は
真
言
の
相
承
を
う
け
た
僧
も
「
禅
師
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
如
浄
禅
師
は
こ
れ
を
「
瑜
伽
僧
」（
密
教
僧
）
と
し
て
別
立
て
す
る
者
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
点
も
、
道
元
禅
師
に
は
新
鮮
な
指
摘
で
あ
っ
た
や
も
し
れ
ぬ
。

む
す
び

　

以
上
、
道
元
禅
師
は
鎌
倉
時
代
の
比
叡
山
出
身
者
と
し
て
建
仁
寺
に
て
参
学
し
た
、
と
い
う
歴
史
性
を
勘
案
し
て
、『
宝
慶
記
』
に
見
え
る

「
仏
法
の
総
府
」
と
の
語
を
取
り
上
げ
考
察
し
て
き
た
。
新
た
な
知
見
を
得
た
訳
で
は
な
い
が
、『
宝
慶
記
』
に
お
い
て
「
仏
法
の
総
府
」
と

い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
場
面
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
と
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

道
元
禅
師
は
如
浄
禅
師
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
禅
師
・
法
師
・
律
師
、
宋
の
禅
僧
・
教
僧
・
律
僧
そ
し
て
瑜
伽
僧
・
徒
弟
僧
と
い
う
仏
弟

子
の
三
分
類
な
い
し
五
分
類
の
枠
組
み
や
、
そ
の
枠
組
み
に
立
脚
し
た
禅
師
や
禅
宗
と
い
う
立
場
を
超
越
し
た
、
仏
祖
の
立
場
へ
と
導
か
れ

て
従
来
の
認
識
が
改
ま
っ
て
い
く
過
程
が
示
さ
れ
て
い
る
。

注
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『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

八
二

（
１
）
鏡
島
元
隆
氏
校
訂
『
天
童
如
淨
和
尚
録
』（
春
秋
社
刊
『
天
童
如
淨
禅
師
の
研
究
』、
四
〇
四
頁
）

（
２
）
鈴
木
格
禅
師
校
訂
『
宝
慶
記
』（
春
秋
社
刊
『
道
元
禅
師
全
集 

第
七
巻
』、
一
六
頁
）。
以
下
『
宝
慶
記
』
は
同
書
に
よ
り
出
拠
を
示
す
。

な
お
「
仏
法
総
府
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
如
浄
禅
師
の
意
図
と
道
元
禅
師
の
認
識
に
相
違
が
あ
る
と
し
て
、
吉
津
宜
英
博
士
が
夙

に
注
目
さ
れ
て
い
た
。「
道
元
に
お
け
る
「
宗
」
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
第
三
六
号
、
一
九
九
四
年
）、「
道
元
に
お
け
る
「
本
」
に

つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
第
三
七
号
、
一
九
九
五
年
）、「
道
元
の
教
主
論
に
つ
い
て
」（（『
宗
学
研
究
』
第
三
八
号
、
一
九
九
六
年
））

お
よ
び
「
道
元
に
お
け
る
「
自
己
」
に
つ
い
て
」（
駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
』
第
四
三
号
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。
吉
津
博
士
は
「
宗

学
」
と
「
仏
教
学
」
と
の
間
に
「
禅
学
」
を
置
く
学
問
大
系
の
構
築
を
目
指
す
途
上
で
こ
の
語
に
論
及
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
本
稿
は

博
士
の
学
問
大
系
全
体
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
博
士
の
所
論
に
異
議
申
し
立
て
も
賛
意
の
表
明
も
行
な
う
も
の
で
も
な
い
。

ま
た
池
田
魯
参
氏
は
『
宝
慶
記
―
道
元
の
入
宋
求
法
ノ
ー
ト
―
』（
平
成
元
年
、
大
東
出
版
刊
）
に
「『
宝
慶
記
』
の
研
究
」
な
る
論
文

を
掲
げ
、「（
６
）
仏
法
の
総
府
」
と
い
う
一
章
を
割
い
て
如
浄
禅
師
の
立
場
を
論
じ
て
い
る
。
な
お
、「
仏
法
総
府
」
は
、「
府
」
字
が

国
家
が
文
書
や
財
物
を
お
さ
め
る
た
め
の
庫
の
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
仏
の
教
え
を
す
べ
て
収
め
る
庫
」
の
意
味
に
と
っ
て
お
く
。

す
な
わ
ち
面
山
瑞
方
述
『
宝
慶
記
摘
要
集
』
が
「
帑
蔵
称
府
財
物
之
所
聚
也
、
今
称
總
府
者
一
切
仏
法
悉
聚
仏
正
宗
之
謂
也
」
と
釈
す

る
の
と
同
義
に
理
解
す
る
。

（
３
）『
中
世
禅
家
の
思
想　

日
本
思
想
大
系
16
』
岩
波
書
店
刊
、
原
文
は
一
〇
四
頁
、
訓
読
文
は
二
八
頁
。
な
お
『
興
禅
護
国
論
』
に
「
仏

法
の
総
府
」
の
語
が
見
え
る
こ
と
は
『
禅
の
思
想
辞
典
』（
二
〇
〇
八
年
、
東
京
書
籍
刊
）
の
「
仏
法
総
府
」
項
で
指
摘
し
て
お
い
た
。

（
４
）
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
の
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
刊
本
（
請
求
番
号
３
５
９
―

５
、
九
丁
裏
〜
十
丁
表
）。
な
お
大
正
蔵
七
四
、
三
一

二
頁
下
段
に
該
当
。

な
お
、
船
岡
誠
氏
は
夙
に
『
興
禅
護
国
論
』
に
お
け
る
『
諸
家
教
相
同
異
略
集
』
の
引
用
を
指
摘
し
、
我
が
国
鎌
倉
時
代
以
降
の
禅
宗

の
隆
盛
以
前
に
お
け
る
我
が
国
の
「
禅
師
」
の
概
念
を
示
す
証
の
一
つ
と
す
る
。

（
５
）『
宝
慶
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
石
井
修
道
氏
は
「
最
後
の
道
元
―
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
と
『
宝
慶
記
』」
の
注
記

（
、
三
七
三
〜
三
七
四
頁
）
に
お
い
て
、
水
野
弥
穂
子
氏
「『
宝
慶
記
』」（
道
元
の
著
作
』
春
秋
社
刊
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
刊
）
に
お

け
る
「『
宝
慶
記
』
は
二
〇
数
年
間
筐
底
に
秘
せ
ら
れ
て
入
滅
後
に
発
見
さ
れ
た
日
記
・
手
控
等
の
断
簡
で
は
な
く
、
道
元
禅
師
が
晩
年

に
『
正
法
眼
蔵
』
の
再
治
・
新
草
の
か
た
わ
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
入
室
参
学
の
記
録
」
と
す
る
説
や
、「
筆
者
の
い
う
『
宝
慶
記
』
の
晩
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八
三

『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

年
の
整
理
と
は
、
手
控
の
存
在
を
前
提
と
し
、
そ
の
中
に
は
筆
談
の
控
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
草
稿
と
し
て
、
晩
年
に
再
治
さ
れ
た
と
い

う
意
味
で
あ
る
」
と
い
う
自
説
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
永
井
賢
隆
氏
は
平
成
二
五
年
度
学
位
論
文
「
道
元
禅
師
の
思
想
形
成

の
研
究 

―
『
宝
慶
記
』
を
中
心
と
し
て
―
」（
駒
澤
大
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
て
公
開
）
に
て
、
寛
元
二
年
以
降
の
起
草
と
す
る
見
解

を
示
さ
れ
る
。
ま
た
成
立
時
期
と
は
意
味
合
い
が
こ
と
な
る
が
、
伊
藤
秀
憲
氏
「『
宝
慶
記
』
の
問
と
答
」（『
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念

論
集　

中
国
の
仏
教
と
文
化
』
大
蔵
出
版
刊
、
一
九
八
八
年
一
二
月
）
は
宝
慶
二
年
七
月
二
日
か
ら
宝
慶
二
年
ま
で
の
參
師
問
法
の
記

録
と
す
る
。

　

筆
者
は
『
宝
慶
記
』
の
成
立
時
期
に
関
す
る
新
た
な
知
見
を
有
し
な
い
。
本
稿
で
は
、
現
存
す
る
『
宝
慶
記
』
の
本
文
か
ら
、『
宝
慶

記
』
に
お
い
て
示
さ
れ
る
認
識
を
読
み
取
る
際
の
歴
史
的
文
脈
の
一
端
を
提
示
し
た
い
ば
か
り
で
あ
る
。

（
６
）
前
注
２
所
掲
『
宝
慶
記
』
一
六
頁
。

（
７
）
前
注
２
所
掲
『
宝
慶
記
』
三
〇
頁
。

（
８
）
前
注
２
所
掲
『
宝
慶
記
』
三
〇
〜
三
一
頁
。

（
９
）
前
注
２
所
掲
『
宝
慶
記
』
三
二
頁
。

（
10
）
前
注
２
所
掲
『
宝
慶
記
』
三
二
頁
。

（
11
）
前
注
２
所
掲
『
宝
慶
記
』
三
三
頁
。

（
12
）
前
注
２
所
掲
『
宝
慶
記
』
三
四
〜
三
六
頁
。
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